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１ 研究の背景と目的 

 世界遺産「五箇山の合掌造り集落」が隣接する本校では、平成１７年から２２年まで「総合的な学習の時

間」を使って、地域総合や地域文化、地域文芸として、地域の方を講師に招いて五箇山の歴史や文化につい

て学んできた。実際に授業を進めていくなかで、五箇山に関する伝統や文化、自然をまとめた記録は本など

の資料が多く、より多くの人に情報を発信するためにホームページを利用した情報発信が求められている。

平成２３年度からは「五箇山研究」として研究を行い、１年生を対象として地域に伝わる郷土芸能の調査、

研究および技術の習得を目的に「五箇山研究Ⅰ」を行った。また、平成２４年度からは２年生において、選

択で生活や文化を歴史的視点から調査、研究する「五箇山研究Ⅱ」と自然環境を調査、研究する「五箇山研

究Ⅲ」に分けて行うこととなった。 

 五箇山研究Ⅰでは、多くの生徒が所属する郷土芸能部の活動とは別に郷土芸能の踊りや唄について調べる。

さらに五箇山民謡の歴史的・生活上の背景などを地域の住民に聞きに行ったり、文献などを調べたりするこ

とを通して郷土芸能への理解を深め、伝承していくことの意義について学ぶことが目的である。 

 五箇山研究Ⅱでは、五箇山の生活の歴史について調べる。現在、古くから伝わっている文化・伝承の多く

が失われつつあるほか、合掌造りの生活と現代の生活との共存という課題も抱えている。この五箇山ならで

はの生活様式を後世に伝えるため、経験豊富なお年寄りをはじめ、広く地域の人々から暮らしの様子を聞き

取り、それを視覚的な情報として保存することで、地域理解と日本の伝統文化を継承していくことを目的と

する。 

 五箇山研究Ⅲでは、学校周辺の自然環境を調べ、地域固有の生き物や気候変化などの特徴を学ぶことから、

自然の大切さを理解するとともに、環境を守る有用性を学ぶのが目的である。 

 また、五箇山研究全体を通して、地元の五箇山を愛する心の育成や、年配の方との交流を通して対人関係

能力や会話能力の育成、パソコンなどの機器を用いて調べる力や情報発信する力の育成を目指している。 

 

２ 実践内容 

（１）五箇山研究Ⅰ 

研究は２部構成であり、前半は、①調査・研究主題を設定、②文献やインターネットを利用しての調査、

③調査したことを裏付けるための聞き取り（フィールドワーク）、④調査・研究のまとめと発表、である。研

究の後半は、①地元民謡の踊りと楽器の習得、②郷土芸能発表、である。特に、前半で学んだ事柄を基盤と

して後半の研究に進んでゆくことが大切であり、踊りが上手に踊れる、楽器がうまく使えるだけでなく、民

謡の歌詞の意味や時代背景、先人の思いなどを意識した取り組みが重要であることを認識させた。 
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研究の前半（一部抜粋）： 

（２班）「麦屋節」の種類・歌詞について 

  「長麦屋」・・・麦屋節（平と城端の踊りの違いは何か） 

  「文句入り麦屋」・・・文句入り麦屋（踊らない理由はなぜか） 

  「小谷麦屋」「早麦屋」・・・麦屋節の種類（なぜ何種類もあるのか） 

７月２７日（金）長谷川さん（城端）に訪問して、五箇山と城端の「麦屋節」の相違点や類似点、双方の

歴史などについて聞いた。 

（３班）「目蓮尊者地獄巡り」について 

  目蓮尊者地獄巡り・・・ 

歌の起こり、歌詞、１年間に歌われる時期 

７月１９日（木）竹中さん（新屋）に訪問して、「目蓮尊者

地獄巡り」の歴史や歌い方、踊る時期などについて聞いた。 

 

生徒たちの多くは、インターネットや書物で調べることとは違

い、実際に民謡に携わっている方々の声を聞いて、「説得力がある」「民謡の保存、伝承の大変さがわかった」

などの感想を述べていた。また、積極的にお年寄りに質問している様子が印象的であった。 

資料の整理は Word や Excel で用い、発表会は PowerPoint で行った。ほとんどの生徒がこれらのソフトを

扱うことに慣れておらず習得に時間がかかった。情報の授業だけでは時間が不十

分だったため、放課後等を活用することで補った。また効果的な発表となるよう

に外部から講師を招いて技術の向上をはかった。 

各班の研究成果をクラスで共有するために発表会を行った。発表は PowerPoint

を用いることとし、特定の個人が一人で発表してしまわないよう全員が関わるよ

う注意した。 

 次に各班が調査したものの中から優秀なもの（興味深いもの）を２つ選び学園

祭で発表した。学園祭は公開であるため地域の方々も見学されていた。クラス発

表とは違って一般の方々も相手とするため生徒は緊張していたが、この体験はと

ても貴重なものとなった。                          

 

研究の後半： 

地元保存会の方々を講師に招き実技練習を行った。演目は五箇山民謡で代表的な「麦屋節」、「こきりこ唄」、

「お小夜節」、「早麦屋」である。楽器の演奏と踊りの３班に分かれて、ローテーションで行った。計１０時

間程度の練習であったが、その都度保存会の方々が指導されるため上達は早かった。また、練習の様子をタ

ブレット撮影して確認したり、郷土芸能部に所属している生徒が積極的に遅れている生徒を指導したりした

ため、とても充実したものとなった。「総合的な学習の時間」最終日には学年発表を行い、練習の成果を披露

した。 

 

研究の考察と課題 

五箇山地方は民謡の宝庫であり、その数は１００以上あると言われている。しかし、祭りや各種行事で実

際に唄ったり、踊ったりされているものは少なく、多くのものが忘れ去られようとしている。全国的に少子

聞き取り調査

  発表例
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 五箇山の郷土料理
～オリジナルおやつを作ろう～

・とちもち ・五箇山豆腐
・がや豆 ・わらじかりんとう
・根木味噌せんべい ・いわなの甘露煮
・清流の鮎 ・五箇山こんにゃく
・山菜（よもぎ、ふき） ・木の実（くり）
・お麩 ・生そば
・五平餅 ・三笑楽
・どぶろく ・岩名の骨酒
・はちみつ

春…ウ ド、 イラ クサ 、木 下、 くぐ みな ど山 菜

夏…南 瓜、 豆、 ナス など 野菜
秋…舞 茸、 むき 茸、 なめ こ、 椎茸 など きの この 天ぷ ら

クッ キ ーの 甘さ に加 えて 栃の 実
の甘 さ 、風 味も 加わ りと ても お
いし い もの にな りま した 。

作り方

材料
ホッ トケ ー キミ ック ス 200 g

砂糖 大さ じ3
卵 1個

バタ ー 40g
栃の 実 50g

1 溶か した バ ター に砂 糖を 入れ ます

2 溶い た卵 に 1を混 ぜま す
3 そこ にホ ッ トケ ーキ ミッ クス を入 れて 混ぜ ます
4 砕い た栃 の 実を 入れ てさ らに 混ぜ ます

5 ラッ プに 包 んで 冷蔵 庫で 30分 ほど 冷や しま す
6 麺棒 で生 地 を2～ 3㎝ の厚 さに 伸ば しま す

7 好き な形 に かた を抜 きク ッキ ング シー トに 並べ ます
8 オー ブン を 180℃ に予 熱し 約1 0分焼 きま す

目的
五箇山の郷土料理を調べ、気になった食材で自作おやつを作る、ミラクル。

いぶりとっぺ おからクッキー 昆布〆 味噌漬

五箇山豆腐

そ ば 茶ぷ りん は口 当た り なめ らか で、 二段 階の 分か
れ て いて 、上 と下 でし っ かり 味が 変わ って いて そば
の 香 り、 味が しっ かり して いて とて もお いし い。

相倉･下梨で見つけたお土産♪

作ろうと思った理由
五箇山の郷土料理やお土産を調べて、
自分たちなりに郷土料理を残そうと思い、

五箇山の栃の実を使ったオリジナルクッキーを
作ろうと考え挑戦しました。

＊ 栃 の実 はE BATAさん にゆ ずっ てい ただ きま した 。

中西乃彩 山田倫也 岡田千優季 山本沙也果 竹本早弥花

まとめ

インタビューや訪問を通して五箇山の
食材の豊富さ、協力していただいた地
域の方々の五箇山への愛、優しさを感
じることができました。また五箇山の
食材を利用したおかしの可能性を見い
だすことができました。

高齢化が進み、ここ五箇山地方では過疎化も問題になってきている。このままでは伝統文化が時代とともに

消えてしまう恐れがある。生徒は調査・研究を進めていく過程で、先人が残したこの貴重な文化を継承し守

っていくことを感じてくれた。また地域のお年寄りに直接話を聞いたりしたことで、人を敬う心が育成され、

コミュニケーション能力も高まった。更に同じ民謡でも地域によっては踊りなどが違って伝承されたりして

いることが確認できた。そのルーツを探ることで当時の時代背景、人の思いを生徒は知ることができた。  

五箇山民謡に関する文献は非常に多くある。生徒の多くは地元五箇山以外出身の生徒であり、知識がほと

んどないため文献等のコピーに終始することが懸念された。しかし、資料の整理技術習得に ICT 機器を活用

したこと、フィールドワークを行ったこと、などが生徒の意欲を喚起し効果的な学習活動となった。今後 ICT

機器を使いこなせるようになれば活動が活発となるだけでなく、いろんな視点で物事を見られるようになる

ことが期待できる。実際に生徒の中には「もっと ICT 機器が使えるようになりたい」「動画撮影がしたい」等

の意見が多く、今後の活動が楽しみである。特にタブレットは手軽に、どこでも利用できることからとても

有効なツールである。指導者の指摘が具体的にわかるとあってとても効果があった。 

 

（２）五箇山研究Ⅱ 

 ①テーマ決定 

 白川・菅沼の各合掌集落、図書館に出掛け、テーマ探しを行った。興味・関心の持ったものはすべてカメ

ラ等で記録するとともに、インターネットで事前に合掌集落のマップを用意しておいた。また、タイミング

良く屋根の葺き替えを行っており、その作業の様子を見た。集めてきた情報は KJ 法で整理し、各班のテーマ

を決定した。 

・研究内容 

（１班）世界遺産のモニュメントプロジェクト 

（２班）合掌造りの間取り 

（３班）放水銃と過去の火災の因果関係 

（４班）現代に伝わる五箇山・白川の食 

②フィールドワーク 

（１班）五箇山だけに存在するもの、景観を保持するものを探す。 

（２班）合掌造りの中を見学し、住民に質問する。 

（３班）放水銃の中身、個数を調査する。地元消防署に出向き、話

を伺う。 

（４班）お土産屋で食べ物を探したり、試食したりする。レシピを

作る。 

③資料・記録のまとめ 

フィールドワークを通して得られた情報を Excel や Word、

PowerPoint を用いて整理した。裏付けなどが必要なものはインタ

ーネットや書籍を用いて行った。実技を伴う４班は地元の商店に出

向いて技術の習得にあたった。 

 

 

フィールドワーク 

五箇山の郷土料理 
～オリジナルおやつを作ろう～ 
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④発表会準備 

発表は PowerPoint で行うため、事前に効果的な使用方法、プレゼ

ンテーションの講習を行った。また、展示用の資料を B0 ポスターで

作成した。 

 

⑤発表会 

クラス発表会、全体発表会（学園祭）を実施 

 クラス発表は PowerPoint を用いて行い、全員が話す機会をもつよ

うにした。また、クラスの中から優秀なものを２点選び学園祭で発表

した。また他の五箇山研究の資料とともに展示し、地域の方々に公開した。 

 

研究の考察と課題 

 生徒は今の便利な生活に慣れきっており、過去の生活様式等に興味・関心を持つことが無いためテーマ決

定が難しかった。またテーマが決定してもどこに焦点をあて、何を問題にするかが明確でなかった。この点

教員の助言が必要となるが、ともすれば教員側が興味・関心のある内容になってしまう危険性があり、生徒

の意思をどのように尊重してゆくかが今後の課題である。同じ研究テーマでも調査の方法や切り口を変える

などすればより深い研究になるものと思われる。合掌造りは景観こそ保護・継承されているがそこに住む人々

の暮らしはどんどん変わってきており以前のものではない（たとえば養蚕とかは行われていない）。この遺産

を守っていくために多くのものを我慢する必要があるため、住む人の苦労が忍ばれる。今回暮らしがどう変

化したのか調査できなかったが、合掌造りを知る上で重要なヒントになると思われる。また、世界遺産とし

て脚光を浴びる中、今後我々がどのように貢献できるかこの機会に考えさせてゆきたい。 

 発表方法についてはプレゼンテーションと展示の２本柱としたが、プレゼンテーションでは全般的に説明

のポイントが明瞭でなく、話し方も一本調子であり課題が残った。生徒のプレゼンテーション能力の向上に

は教える側の技術向上が不可欠であると思われた。また話す対象によってどのように展開していけばよいの

かも学んでゆかなければならない。 

 

（３）五箇山研究Ⅲ 

 ①研究内容、手順の確認 

全体テーマ・・・五箇山生物図鑑作り 

 タブレット型パソコンを用いた電子図鑑を作成する。 

（A班）学校近辺の動物（昆虫・動物）の生息調査及び図鑑作成 

（B班）学校近辺の植物の生育調査及び図鑑作成 

昆虫の生息状況については学校および生徒寮周辺とした。昆虫の中には幼体時に水中で成長するものが多

いことから小川での調査を行うことにした。動物については民家のあるところでは見つけにくいので、近く

の山々で観察を行うことにした。植物調査は主に学校周辺とし、地形調査を平行して行うことでその関連を

調べることとした。 

 

 

 

発表例 
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②フィールドワーク 

（A 班）生徒寮近くの小川で水生昆虫の採集を行った。ここでは数多くの生き物が生息しており、自然の豊

かさを感じた。しかし調査をしてみると、動物は思うように目の前に現れてくれず、短期間での調査は困難

であった。動物等を観察するときは望遠デジタルカメラを用いた。 

（B 班）学校近くにおいて、日照と植物の関係を調査した。代表的な植物の葉脈標本を作り、ラミネート加

工した。さらに五箇山地方は蜘蛛の種類も豊富なので、その生態を調査した。 

③資料の整理、標本の作製、デジタル図鑑の作成 

 

デジタル図鑑 

 

 

 

 

 

 

 

 

④発表会・・・クラス、全体（学園祭） 

五箇山研究Ⅱと合同で行った。発表方法等は五箇山研究Ⅱと同じである。 

 

研究の考察と課題 

以前平野部では当たり前に見ることができた動植物が、宅地開発やほ場整備などで多くの種類が見られな

くなった。ここ五箇山地方にも開発の手は及んでいるが、今なお多くのものが残っていることが確認できた。

今回の研究によって自然を守り、継承する心が養われたが、研究を充実させてより明確なものにしてゆきた

い。そのためには比較的メジャーなもの（観察しやすいもの）だけでなく、あまり知られていないものにも

積極的に取り組まなければならない。また研究内容をホームページで公開、デジタル図鑑を活用した授業、

地元小中学校と情報を共有することなどが考えられ、本校が自然保護の先頭に立って行動することを考えて

いきたい。 

 

 

 

ウスバシロチョウ（Parnassius citrinarius）
アゲハチョウ科

前翅長は25‐35mm。

日本国内では北海道から本州、
四国にかけて分布。

翅は半透明で白く、黒い斑紋が
ある。体毛は黄色く細かい。

年1回、5‐6月頃に発生する。

キーワード チョウ 白い 黒い斑紋
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３ 研究全体の成果と今後の課題 

 これまで多くの生徒は五箇山に対して特別な感情は持っていなかった。自然の豊かさを感じることも無け

れば伝統文化への思いも希薄であった。しかし今回の実践で一番の成果は生徒が五箇山を好きになってくれ

たことである。豊かな自然、民謡を始めとした多様な伝統文化など調査項目がたくさんあるため、生徒は飽

きずに活動できた。また調査結果を共有したことがより五箇山を身近にしたと考えられる。今後更に調査を

続けることでふるさとを愛する心が育つことを期待でき、高校生活を充実したものしてくれるのではないだ

ろうか。 

班活動やお年寄りへの調査などフィールドワークもとても効果的であった。協力してことに当たる姿勢、

人を敬う心も十分に養われた。また各種 ICT 機器を用いたことで活動が積極的になり、大変効果的であった。

今後ハード・ソフト両面での技術習得、プレゼンテーション技術を向上させれば更なる効果が見込まれる。 

今多くの生徒がスマートフォンを所持しており、タブレット等の使用を前向きにさせていると思われる。

今回の実践を通して ICT 機器の活用が生徒を意欲的に学習活動に取り組ませる有効な手段であることがわか

り、今後の授業実践に活かしてゆきたい。 
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